
土壌プロファイルプローブPR2のディファレンシャル設定例

＜解説＞
土壌水分の深さ毎の含水率を計測するセンサーです。PR2/4とPR2/6の2種類ありますが、測定点数が異なる他は同じです。土壌水分は実験室を除け
ば、そんなに早い変動をするわけでもないので、インターバルは早くて10分、遅くて2時間程度の範囲で計測することが多いです。メーカーはディフ
ァレンシャル接続を推奨していますが、5ｍケーブルで、特にノイズ発生源が近いという条件でもない限りはシングルエンド接続でも構いません。こ
こではDIFFでの接続方法を示します。PR2/6の説明をしますので、PR2/4をお使いの方は、600mm、1000mmのデータを削除して使ってください。

＜DIFF接続＞
SensorType VoltageInput/VWC
MeasureMethod DIFF
Inputrange 0-1250mV
Preheat Voltage 12V
PreheatTime 0.1sec

＜設定画面＞
1つのPR2/6に対して、PRH1〜6、及びDIFF1〜6を使用します。センサーのマニュアルでは2秒のプレヒートとなっていますけど、実際は0.1秒で十分
稼働します。

＜計算式＞
PhysicalValueSettingにて、VWCの換算式を入力します。式は以下が一般的な土壌に対するものになります。これを全チャンネルに設定します。

-0.057-0.66*X001/1000+8*(X001/1000)^2-27.91*(X001/1000)^3+49.23*(X001/1000)^4-42.46*(X001/1000)^5+14.47*(X001/1000)^6
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＜接続方法＞
PR2/4とPR2/6のピンアサインは以下の通りです。

色 PR2/4 PR2/6 備考
赤 電源+ 電源+ 5-15VDC
黒 電源GND 電源GND
緑 信号GND 信号GND
黄 CH1+ CH1+ 信号100mm深
灰 CH2+ CH2+ 信号200mm深
茶 CH3+ CH3+ 信号300mm深
白 CH4+ CH4+ 信号400mm深
青 CH5+ 信号600mm深
桃 CH6+ 信号1000mm深
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